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まず決算の概況でございます。 

13年度第1四半期の業績は2ページの表の通り、対前年で増収減益となりました。増収は4期連続、減益
は2期ぶりですが、売上高は第1四半期として過去最高を更新いたしました。 

 

売上高は、都市ガス事業において、円安による原料価格上昇に伴う販売単価増等によりガス売上高が
160億円増加したことに加え、LNG販売において数量増等で105億円増加するなど、対前年で310億円・
7.0%増の4,736億円となっております。 

 

一方、営業費用は、都市ガス原料費が200億円増加、LNG販売費用が105億円増加したこと等により、対
前年で368億円・9.3%増の4,336億円となりました。 

これにより、営業利益は対前年59億円･12.8%減の399億円となりました。経常利益は、専用設備料収入
が20億円減少したこと等により、99億円･20%減の396億円となりました。 

この結果、税引き後の当期純利益は57億円･18.1%減の260億円となりました。 

 

なお、原料価格の変動に伴うスライドタイムラグは、前期64億円の未回収から34億円改善し、今期30億
円の未回収となりました。 

 

年金数理差異の償却額は前期11億円の負担から、今期5億円の負担となり、前期比較で6億円利益を増
加させる要因となっています。 

 



3ページでは当四半期のガス販売量についてご説明いたします。 

 

13年度第1四半期の連結ガス販売量は、対前期比1億900万m3・3.1%減の33億8,700万m3となりました。
電力事業向けガス販売量がトーリングとなった影響が、マイナス1億9,800万m3あり、対前年で減少してお
ります。 

 

家庭用は、13年度第1四半期の平均気温が12年度より1.1度高かったことによる給湯需要減で、5,800万
m3・6.5%減少しております。 

業務用は4月分の気温が前期と比較して高く推移した影響により、800万m3・1.4%の減少となりました。 

 

工業用では、鹿島地区の需要開発で6,300万m3増加させましたが、鹿島地区以外では、トーリング化で
の減少が1億9,800万m3あった一方、他の発電需要等が9,400万m3増加し、全体では4,200万m3・2.7%

の減少となりました。 

 

工業用の用途内訳では、一般工業用において、鹿島地区の需要開発が進んだこと等から1,100万m3増
加しました。発電用では、5,300万m3の減少となりましたが、トーリング分を含めると、実質1億4,900m3・
16.6%の増加となっています。 

 



4ページでは販売量には計上されない、トーリングによるガス使用量をお示ししています。扇島パワー向
けのガス販売が今年度よりトーリング化されたこと等により、2億100万m3・163.8%の増加となっております。 

 

ガス販売量とトーリングによるガス使用量を合計したガスの合計量では、9,200万m3・2.5%増加しておりま
す。 

 

また、このページでは、工業用ガス販売量について、鹿島地区と既存地区とに分けて、それぞれを、発
電専用と、一般工業用に区分して前年度との増減ご説明しておりますのでご参考にお願いいたします。 

 



次に各セグメント別の実績についてご説明いたします。 

 

5ページでは、セグメント別に13年度第1四半期の売上高、営業損益を、前年度との比較で記載していま
す。 

 

各セグメントにおける営業利益増減の理由について、次のページでご説明いたします。 



都市ガスセグメントの46億円・9.6%の減益は、既にご説明したスライドタイムラグ改善34億円があったもの
の、販売量の減少による粗利益84億円の減少が主な要因となっております。 

 

電力事業は、10億円･57.2%の増加となっております。販売電力量は資料に記載の通りほぼ前年度並み
です。一方で昨年度のニジオガス部門の営業利益15億円がトーリング化によりガスセグメントからこの電
力事業に移行しておりますので、実質的には5億円の減益になります。これは販売単価差および電力向
け原料購入単価差によるものです。 

海外事業は19億円・84.9%の減益となっておりますが、これは昨年度第1四半期に発生しましたＴＧバヒ
オの発電会社への融資金利息収入が今年度は無かった一方、プルートの生産が順調に拡大したこと等
によるものです。 

 

営業外損益40億円の悪化は、区域外大口専用本支管建設に伴う負担金収益の減少20億円、および為
替差損益の悪化19億円が主要因です。 





8 

続いて2013年度上期の収支見通しについてご説明いたします。 
 
今上期は対前回見通し比較で、130億円・1.4%の減収、純利益は増減無しとなる見込みです。 
売上高は、都市ガス事業において、販売量減により都市ガス売上高が181億円減少する一方、LNG販
売において数量増等により29億円増加することなどから、対前回見通しで130億円・1.4%減の9,420億円
を見込んでおります。 
 
一方、営業費用は、都市ガス原料費が販売量減により178億円減少する一方、LNG販売費用が24億円
の増加を見込むこと等により、対前回見通しで160億円・1.8%減の8,750億円となる見込みです。 
これにより、営業利益は対前回見通しで30億円･4.7%増の670億円を見込んでおります。経常利益は、
為替差損益の悪化等を反映し、営業利益の増益幅を若干下回る10億円･1.7%増の610億円となる見込
みです。 
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9ページで、13年度上期のガス販売量見通しについてお話しいたします。 

対前回見通しで、家庭用は5,100万m3･3.8%の減、業務用は17百万m3･1.2%の減を見込んでおりますが、
これは主に気温影響によるものです。 

 

工業用の用途内訳では、一般工業用において、既存設備の稼働減等から1,900万m3の減少を見込んで
おります。発電専用においても既存発電所の稼働減等から9,000万m3の減少を見込んでおります。 

 

以上より上期のガス販売量トータルでは対前回見通し1億9,100万m3・2.8%下方修正の67億32百万m3を
見込んでおります。 
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10ページでは第1四半期実績でお話ししたのと同様に、販売量には計上されない、トーリングによるガス
使用量をお示ししています。上期のガス使用量はほぼ前回見通し並みの7億5,500万m3を見込んでおり
ます。 

 

ガス販売量とトーリングによるガス使用量を合計したガスの合計量では、1億9,000万m3、2.5%の減少を
見込んでおります。 
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次に2013年度決算の、通期見通しについてご説明いたします。 

対前回見通しでは、売上高が若干の下方修正となりますが、利益見通しは変えておりません。 

後程お話しいたしますように、今回は販売量を対前回見通しで下方修正しております。 

 

売上高は、販売量を下方修正したこと、および対前回見通しで若干の円高・原油安になることから原料
費調整制度による単価減などにより、都市ガス売上高で240億円の減少となる一方、LNG販売売上高が
スライドによる単価増等により41億円増加することなどから、200億円・0.9%と微減の2兆960億円を見込ん
でおります。 

営業費用はガス販売数量下方修正に伴う原料費の減少194億円等から、200億円・1.0%減の１兆9,350

億円を見込んでおります。 

 

この結果、対前回見通しと同様に、営業利益は1,610億円、経常利益は1,550億円、当期純利益は1,010

億円を見込んでおります。 
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13ページでは、年度のガス販売量見通しについてご説明いたします。 

13年度の連結ガス販売量は、対前回見通しで1億9,100万m3、1.3%減の下方修正となる145億9,000万
m3を見込んでおります。 

 

販売量の下方修正は、第1四半期の前回見通し未達分を反映させた結果であり、第2四半期以降は前
回見通しを維持しております。従いまして、先ほどご説明した上期ガス販売量の下方修正と同量を年度
でも下方修正しております。 

 

続いて用途別内訳についてご説明します。 

平均気温は第１四半期実績を反映させますと前回見通しと比較して+0.2℃高くなりますが、販売量の多
い4月の実績気温が前回見通しより1.3℃と大幅に高くなったこと等から、家庭用で5,100万m3・1.4%、業
務用で1,700万m3･0.6%の下方修正となっております。 

工業用では、主に発電専用ガスで既存発電設備の稼働が第1四半期で前回見通しを下回ったことを反
映し、工業用全体では1億900万m3・1.7%の下方修正となっております。 
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14ページでは、トーリングによるガス使用量をお示ししていますが、これはほぼ前回見通しどおりを想定
しております。 

 

ガス販売量とトーリングによるガス使用量を合計したガスの合計量では、ガス販売量の下方修正を反映し、
対前回見通し1億9,000万m3、1.2%の下方修正となっております。 
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次に各セグメント別の営業利益見通しについてご説明いたします。 

 

15ページでは、セグメント別に13年度の売上高、営業損益見通しを、前回見通しとの比較で記載してい
ます。 

 

営業利益については、主に都市ガスにおいて下方修正する一方、電力事業、海外事業において上方修
正し、トータルでは前回見通し通りとしております。その具体的理由について、次のページでご説明いた
します。 



都市ガスセグメントの46億円・2.9%の対前回見通し営業利益下方修正は、スライドタイムラ
グが(JT差の拡大等により)18億円改善する一方、先ほど申し上げた第１四半期販売量の減
少によるガス粗利64億円の減少が、下方修正要因となっております。 

 

電力事業は、販売単価が前回見通しと比較して増加する事等により、22億円・10.9%の上
方修正といたしました。 

 

海外事業については、売価上昇によりプルートが7億円営業利益を上方修正すること等か
ら、9億円・17.6%の上方修正となります。 



P17以降は説明を割愛させていただきますが、2013年度今回見通しと前年度実績との差異説明、主要計
数、工業用ガス販売量の推移を掲載しておりますので、ご参考にお願いします。 








